様式第２号
実　施　計　画　書
	１　現状認識と企画の基本的な考え方
　○　子どもの居場所に関する現状認識（市町の体制整備や民間団体等の取組を含む）と　
　　企画に当たっての基本的な考え方、方向性を記入

〇　業務を着実に遂行するための実施体制、実施計画書、実行スケジュールについ
て記入（県や関係機関と適宜、実施内容を協議しながら業務を進めていくことに
ついても記載内容に含む）







	２　実施事業の内容
　○　企画の狙い、考え方、ポイント、その他、参考となる事項を記入

【基本項目】
（1） 市町等の体制整備に向けたコーディネーターの配置





（2） 子どもの居場所づくり地域検討会議（研修会）の開催
ア　市域・圏域ネットワークづくりを目指した意見交換会





イ　県内の子どもの居場所づくりの取組状況等の把握・取りまとめ【重点項目】





（３）子どもの居場所づくりの推進に向けた啓発・情報発信
ア　子どもの居場所づくりフォーラムの開催




イ　こども食堂など、子どもの居場所マップの作成等



（４）開設希望者・団体等に対する専門セミナーの開催




（５）子どもの居場所づくり推進会議の開催




【ポイント】
（１）子どもの居場所同士や関係機関等のネットワークの形成
・　県、市町、民間団体、子どもの居場所等との情報等の連携、つなぎの機関とし
ての役割









（２）子どもの居場所に関する地域資源・子ども・若者のニーズの把握【重点】
・　子どもの居場所に関する子ども・若者のニーズの把握方法
・　子どもの居場所に関する地域資源の把握方法、把握結果を業務に活かす方策










（３）相談対応・子どもの居場所の立ち上げ支援
・　相談対応時間や受付方法
・　子どもの居場所の立ち上げを希望する方への支援方法









（４）子どもの居場所の運営者等への人材育成等
・　開設希望者、ボランティア希望者等に対する研修会の内容










（５）子どもの居場所に関する情報発信
・　子ども・若者への広報につながる子どもの居場所に関する広報手法や工夫













（６）県内の子どもの居場所づくりの取組状況等のとりまとめ【重点】
・　把握結果の取りまとめに関する方法
・　市町、市域・圏域ネットワーク、地区推進コーディネーターの取組状況の把握、
中期の成果と課題の聞き取りと抽出の方法と、活用に向けた方策


















（７）業務仕様書に掲げる令和８年度の目標
・　令和８年度の目標の実現性






３　実施体制
・　計画的な実施に向けた必要な人員と体制
・　個人情報の管理に関する考え方








４　実績・その他
・　類似する業務実績


	


※記入欄が足りない場合は、欄の継ぎ足や加工などしてください。
